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日本国内各地域で，道州制をはじめ，国と地

域の役割分担見直しに向けた議論が盛んに行わ

れているが，四国四県県民の思いは，まだまだ

一つに纏まっていないように感じる。資源と権

限を地域に大胆に分散させ，地域分権を確立す

ることにより，地域自身の自覚や自立を促し，

地域特性や文化・歴史を活かした地域の再生が

可能となる，あるいは，都道府県や市町村の垣

根を越えた，より広域的な行政上の課題に対処

できる，といった地域分権のメリットが，どう

も率直に理解されていないように思う。

敢えて私見を述べると，この背景として，ま

ず，どこまで資源と権限を地域に委譲するか，

国のスタンスが明確に見えにくいことが挙げら

れる。さらに，元々経済構造上の問題を抱え，

景気の回復感に乏しい地域で，国と地域の役割

分担見直しに伴い，経済性・効率性の観点から，

資源と権限が道州の州都や大都市に今以上に集

中され，却って厳しい経済状況，生活環境に追

い込まれるのではないか，という警戒感が根強

いことが影響しているように感じる。

前者は，国に粘り強く働き掛けるほかないが，

後者は，四国において多極分散型の体制を指向

するとともに，どこの地域住民でも一定以上の

公共サービス，インフラを享受できるシステム

を構築すべきであると思う。その前提の下で，

各地域住民に地域分権のメリットを肌で実感し

てもらうのがやはり早道であると考える。その

ためには，現時点で対応可能な四国四県の広域

連携を強力に推進し，四県県民の一体感を醸成

していく取組みが大事になる。

一例を挙げれば，遍路道の世界遺産指定に向

けた取組み強化は勿論，後世に残すべき自然，

特産物，食文化，伝統芸能等の四国遺産指定事

業であるとか，環境に優しい，健康に良い，安

心・安全な四国産産品の四国ブランド認証事業

を展開する。さらには，目的別に四国広域観光

モデル・コースを選定し，国内外向けに四国

HPを共同で開設のうえ，これらを情報発信す

る。併せて，四国四県における京都議定書の日

本の目標（▲６％）遵守宣言，林業における国

際認証広域取得，森林環境税による間伐推進等，

各種環境保全対策の推進により，「環境に優し

く健康で安心・安全な地域四国」のイメージを

国内外に広く植え付ける取組みが面白いと思う。

「四国は一つずつ」などと言っていないで，

やれることからまずはやってみましょう。

四国広域連携の推進を

四国経済連合会参与（日本銀行高知支店長） 渋谷 康一郎

秋本番です。

どこからともなく聞こえる祭り囃子の音に，何となく心は

ウキウキ。また，獅子舞の奉納や神輿のお下がり，神社の参

道に立ち並ぶ露店などを見ては，すっかり童心に戻ったよう

な気になります。地元では，伝統ある貴重な技を後世に伝え

ようと年長の人たちが，若者や子どもたちを懸命に指導して

います。

四国では，西条のだんじりや新居浜の太鼓台，豊浜のちょ

うさなど，江戸時代から続く勇壮な秋祭りが盛んです。この

編集後記を書いている今この時にも，四国各地で祭り太鼓に

心を躍らせていることでしょう。

紅葉のシーズンはこれからですが，残暑が厳しかったこと

もあって，見ごろは，四国では例年より少し遅めの１１月中頃

になるとのことです。

日々の生活の中で見つけるちょっとした紅葉も素敵ですが，

秋晴れの中，紅葉狩りスポットへ少し遠出してみるのもいい

ものです。秋の深まりと同時に，色とりどりに変化する木々

の葉は本当に美しく，自然の神秘性や威厳さえも感じさせて

くれます。四経連が運営する四国総合ホームページ「ウエル

カム！四国」では，「紅葉」に関する情報なども掲載してい

ます。お出かけ前の参考情報として，ご覧いただければ幸い

です。

朝晩の冷え込みで，お風邪など召さぬようご自愛下さい。

（おおばやし）

イロ スミ

編 集 後 記
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